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行動制限なき夏に
改めて得た思い

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０（
東
京
五

輪
）か
ら
１
年
、心
か
ら
素
晴
ら
し
い

大
会
だ
っ
た
と
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

世
界
を
沸
か
せ
た
セ
ー
リ
ン
グ
競
技

は
、風
光
明
媚
な
相
模
湾
を
舞
台
に
、

水
天
一
碧
に
映
え
る
富
士
山
を
背
景

に
し
た
ヨ
ッ
ト
と
と
も
に
、美
し
い

日
本
の
海
が
ラ
イ
ブ
放
送
で
世
界
に

発
信
さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ッ
ト
文
化
が

確
立
さ
れ
た
世
界
各
国
の
友
人
た
ち

は
、「
こ
の
光
景
に
く
ぎ
付
け
に
な
っ

た
」と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
は
、
相
模
湾
を
世
界
の
方
が

訪
れ
た
い
場
所
と
し
て
訪
れ
た
際
に

記
憶
に
残
る
よ
う
、心
を
砕
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
々
、愛
情
を
込
め
て
磨
き
上
げ

て
い
る
木
造
帆
船「
シ
ナ
ー
ラ
」は
、

ド
ッ
グ
で
水
抜
き
し
ク
ル
ー
に
よ
り

船
底
が
磨
か
れ
ま
し
た
。
明
ら
か
な

走
り
の
違
い
を
ク
ル
ー
一
同
が
感

じ
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
大
切
さ
、日
々

の
磨
き
上
げ
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
舵
を
握
る
と
過
去
11
代
の

オ
ー
ナ
ー
が
抱
い
た
パ
ッ
シ
ョ
ン
や

希
望
、ロ
マ
ン
と
と
も
に
、１
０
０
年

の
時
を
超
え
た
歴
史
の
重
み
に
思
い

を
馳
せ
ま
す
。

　

ま
た
ス
ワ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ラ

ガ
モ
氏
か
ら
の
勧
め
で
購
入
し
た
最

新
鋭
の
ス
ワ
ン
58「
ク
オ
リ
ア 
リ
ビ

エ
ラ
」。
こ
の
対
極
に
あ
り
な
が
ら

も
極
上
を
感
じ
る
二
艇
で
、こ
の
夏

も
、相
模
湾
を
味
わ
い
ま
し
た
。
人
生

の
折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
て
か
ら
出

会
っ
た
海
で
、ま
す
ま
す
磨
き
の
か

か
っ
た
ク
ル
ー
た
ち
と
、時
に
は
葉

山
沖
で
並
走
し
て
く
る
イ
ル
カ
の
群

れ
に
感
動
を
覚
え
な
が
ら
有
意
義
な

夏
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、自
由
と
は
希
望
で

あ
り
、幸
せ
で
す
。
海
に
は
ロ
マ
ン
が

あ
り
、自
由
が
あ
り
ま
す
。
自
分
そ
の

も
の
を
取
り
戻
し
て
心
を
開
か
せ
、

そ
し
て
他
人
の
心
も
開
い
て
く
れ
る
。

私
が
最
も
大
切
に
す
る
心
の
豊
か
さ

は
、自
由
の
中
に
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ロ
マ
ン
が
あ
る
海
は
、い
つ
も

私
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
呼
応
し
て
、ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
海
洋
産
業
）、

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン（
海
洋
生
態
系
に

よ
る
炭
素
蓄
積
）と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

マ
リ
ー
ナ
事
業
開
始
当
初
か
ら
気

候
変
動
に
危
機
感
を
覚
え
、２
０
０
１

年
か
ら
環
境
活
動
に
取
り
組
み
始
め

た
リ
ビ
エ
ラ
で
は
、脱
炭
素
の
取
り

組
み
と
し
て
、電
気
自
動
車
普
及
、マ

リ
ー
ナ
岸
壁
で
の
薄
膜
太
陽
光
発
電
、

マ
リ
ブ
ホ
テ
ル
で
の
太
陽
光
発
電
や

Ｖ
２
Ｂ
、
利
用
電
力
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
の
他
、愛
媛
県
で
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
等
が
あ
り
ま
す
。
今

年
４
月
に
は
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー

ナ
が
国
際
環
境
認
証「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
」の
マ
リ
ー
ナ
認
証
を
ア
ジ
ア
で
初

め
て
受
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
６
月
開
催
の「
第

２
回LO

V
E O

C
EAN

」
で
は
、
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
強
く
感

じ
ま
し
た
。
11
月
の
第
３
回
で
は
、

三
浦
、横
須
賀
、葉
山
、逗
子
、鎌
倉
、

藤
沢
、茅
ヶ
崎
、平
塚
、大
磯
、二
宮
、

小
田
原
、
真
鶴
、
湯
河
原
の
神
奈
川

沿
岸
全
域
に
拡
大
し
開
催
し
ま
す
。

自
治
体
、
地
域
住
民
、
企
業
、
漁
師
、

ボ
ー
ト
＆
ヨ
ッ
ト
等
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
家
な
ど
、
相
模
湾
で
つ
な

が
っ
た
海
を
愛
す
る
者
同
士
の
連
携

が
、持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
。
そ

う
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
は“
都

市
の
杜
”池
袋
の
リ
ビ
エ
ラ
東
京

か
ら
。
８
月
に
リ
ビ
エ
ラ
初
の「
リ

ビ
エ
ラ
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
」を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
ビ
エ

ラ
は
ま
だ
ま
だ
ア
ー
ト
の
分
野
に

関
し
て
初
心
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ア
ー
ト
の
世
界
の
奥
深
さ
や
魅
力

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
知
識
を
蓄

え
ま
た
一
段
精
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
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「第2回LOVE OCEAN」

⃝リビエラ湘南ビーチクリーン
⃝海のシンポジウム
 第6回リビエラSDGsフェス

RIVIERA Sustainability Project

リビエラアートフェアinリビエラ東京

RIVIERA Staff’s Voice
地域の皆さまへの感謝の気持ちを忘れず
東京・池袋で絆を紡ぎ続ける

Pick Up
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11

16
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TOPICS
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※ 本誌に掲載している情報、日程、
営業日、営業時間、料金などは予告
なく変更される場合がございます。
最新情報は各ページに記載されて
いますwebサイトをご覧ください。

表紙：リビエラシーボニアマリーナからの
 サンセット

池
袋
に
集
結
し
た 

60
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

海
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る

拡
が
り
ゆ
く 

〝
ブ
ル
ー
〟の
機
運

14 Event Report

SUMMER MARINA 2022
リビエラ逗子マリーナ

2022.7.7 リビエラ逗子マリーナ・リビエラシーボニアマリーナに

「SPACE KEY POINT」誕生
12 Event Report

Trans-Sagami Yacht Race 2022

2
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Greeting



　
２
０
２
２
年
７
月
７
日
、日
本
初
の

近
未
来
デ
ザ
イ
ン
が
目
を
引
く
ト
レ
ー

ラ
ー
ホ
テ
ル「
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
」を
、リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
と
リ

ビ
エ
ラ
シ
ー
ボ
ニ
ア
マ
リ
ー
ナ
に
開
業

し
ま
し
た
。

　
海
が
広
が
り
富
士
山
を
望
む
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、刻
々
と
変
化
す
る

幻
想
的
な
サ
ン
セ
ッ
ト
を
楽
し
め
、“
自

然
と
同
期
す
る
”を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、滞

在
を
通
じ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
体
験
も

提
案
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、日
常
か
ら

解
放
さ
れ
心
に
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、

マ
イ
ン
ド
を
整
え
る
場
所
で
あ
り
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

過
ご
し
や
す
く
な
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
、ぜ
ひ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

日
常
か
ら
解
放
さ
れ 

自
然
と
同
期
す
る

眺望にこだわり両面ガラス窓を採用した各 SPACE（客室）にはキングサイズベッド、シャワールーム、ソファのほか、屋外の
プライベートテラスにはバーデプールが備えられ水着着用で寛げる。

プライベートテラスにはBBQ用のグリル台やキッチン、テーブルがあり、目の前の絶景を眺めながら、また、爽やかな潮風を
感じながらゆったりと過ごせる。地産地消、サステナブルな食材を用いたこだわりのBBQ、ピザ作りや杉板で焼く魚料理など、
自分たちで作る料理は格別な味わい。

トレーラーひとつひとつに記してあるアルファベットと数字は緯度・軽度の座標を記載し、それぞれの“居場所”を表現。愛犬と
一緒に泊まれるSPACEも。

2022.7.7
リビエラ逗子マリーナ・リビエラシーボニアマリーナに

「SPACE KEY POINT」誕生
スペース ポイントキー

5
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RIVIERA New Project



〈リビエラ逗子マリーナ〉海までわずか数メートル。サウナ室に大きな窓を設え、雄大な相模湾を見下ろす絶景のオーシャンサウナ。プライベートデッキでの水風呂と外気浴は、江の島と
富士山を望み水平線が一直線に広がる海を眺め、波音を BGM に潮風を感じながら完全貸し切りでゆったりと過ごせる。

〈リビエラシーボニアマリーナ〉地球に優しいバイオマス燃料を使用したテントサウナ。インフィニティチェア（無重力椅子）を備えた「ととのい」スペースから、
ハーバーに停泊するヨット越しの海、そしてオレンジに染まる幻想的な富士山を眺める。そんな「ととのい」時間を過ごせる、他に類を見ない体験を。

ご予約・お問合せ

スペースキーポイント

宿
泊
者
限
定

 
絶
景
サ
ウ
ナ

RIVIERA    Autumn 2022



海から考える未来

第6回リビエラSDGsフェス

海
か
ら
打
ち
上
が
る
ゴ
ミ
は
、各

海
岸
ご
と
に
特
徴
が
現
れ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
漂
い
続
け
て
し
ま
う

海
ゴ
ミ
を
こ
れ
以
上
出
さ
な
い
よ

う
、最
後
の
ス
ト
ッ
パ
ー
と
し
て
の

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
が
、い
か
に
重

要
か
を
今
回
も
痛
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の「
リ
ビ
エ
ラ
湘
南

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
」で
は
、海
の
環

境
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
海

沿
い
の
人
と
人
」を
つ
な
ぎ
、ハ
ブ

と
し
て
連
携
強
化
の
役
割
も
担
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
非
常
時
の

備
え
に
も
な
る
と
信
じ
て
。

　

海
開
き
直
前
の
６
月
末
、
い

つ
も
海
か
ら
陸
を
見
て
い
る
リ

ビ
エ
ラ
ら
し
い
海
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト「LO

VE 
O

CEAN

」を
開
催
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、有
志
の
リ
ビ
エ
ラ
社
員
が

材
木
座
海
岸
で
毎
月
行
っ
て
い
る

「
リ
ビ
エ
ラ
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
」の

大
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、昨
年
12

月
の
３
海
岸（
鎌
倉
市
、逗
子
市
、

葉
山
町
）か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。

　
第
２
回
と
な
る
今
回
は
、三
浦
市

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、横
須
賀
市
、葉

山
町
、逗
子
市
、鎌
倉
市
、藤
沢
市

ま
で
６
市
町
に
ま
た
が
る
６
海
岸

を
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
し
な
が
ら
２

日
間
に
亘
り
キ
ャ
ラ
バ
ン
す
る「
リ

ビ
エ
ラ
湘
南
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
」を

行
い
ま
し
た
。そ
し
て
、様
々
な
観

点
か
ら
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
考

え
る「
海
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、大

変
興
味
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
海
岸
に
は
、多
く
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ
ミ
か

ら
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ま
で
、

　
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
の
三

方
に
海
を
見
渡
す
会
場「
シ
ー
ス

ケ
イ
プ
」で
は
、二
部
制
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
。

　

一
部
で
は
ロ
ー
カ
ル
＆
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
を
踏
ま
え
た
ブ
ル
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
視
点
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、環
境
活
動

家
、地
元
漁
師
、研
究
者
、ヨ
ッ
ト

マ
ン
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
、

ハ
イ
エ
ン
ド
観
光
業
に
携
わ
る

方
々
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
語
る
、テ
ー
マ

「
海
か
ら
考
え
る
未
来
」は
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
、参
加
者
た
ち
は
大

き
く
頷
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

[主催]リビエラSDGsアクション実行委員会　　
[共催] NPO法人リビエラ未来創りプロジェクト、
 株式会社リビエラリゾート、株式会社リビエラ東京、
 一般社団法人日本海洋アカデミー
[後援] 神奈川県、逗子市、三浦市、鎌倉市、葉山町、藤沢市、
 横須賀市、公益財団法人かながわ海岸美化財団、
 公益財団法人日本セーリング連盟

『第2回LOVE OCEAN』
⃝ リビエラ湘南ビーチクリーン（6海岸）
⃝ 海のシンポジウム（ブルーエコノミー）

2022.6.25-26

６
市
町
６
海
岸 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

“
美
し
い
海
に
は
人
が
集
ま
る
”

幅
広
い
分
野・世
代
が
語
る 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

小さく砕かれた無数のマイクロプラスチック 海から打ち上がった大きなゴミ

「観光」
稲葉健太氏（SLYジャパン株式会社代表取締役）

シンポジウム総合司会 ： MITSUMI氏
（ラジオDJ / かながわSDGsスマイル大使）

「環境教育 ・ ブルーフラッグ」
伊藤正侑子氏（FEEJapan理事長）

「水産」
大竹清司氏（小坪漁業協同組合 代表理事組合長）
葉山一郎氏（藤沢漁業協同組合 代表理事組合長）
滝口直之氏（神奈川県水産技術センター所長）

「環境」
長野由梨子氏（国立研究開発法人海洋研究開発機構/JAMSTEC）
佐藤輝氏（ダイバー）

「ブルーエコノミー」
小林正典氏（公益財団法人笹川平和財団 主任研究員）

「スポーツ ・ レジャー ・ 海の文化」
高橋敏男氏（逗子マリーナヨットクラブ会長）
大野稔久氏（葉山マリーナヨットクラブ会長）
富田三和子氏（公益財団法人日本セーリング連盟副会長）

パネリスト
葉山町町長　山梨崇仁氏

Z世代支援「Rネクスト」コミュニティ
堀井海志さん（小2）、長谷川佳祐さん（小4）、仁木聡太郎さん（小5）、原澤幸希さん（小6）、小宮山柚子
さん（小6）、近藤璃子さん（小6）、座間耀永さん（高1）、山本歩空さん（高3）

各海岸、多くの地元住民・団体等が参加する「リビエラ湘南ビーチクリーン」

　
二
部
で
は
、Ｚ
世
代
支
援
と
し

て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
Ｒ
ネ
ク
ス

ト
」発
足
を
記
念
し
、「
Ｒ
ネ
ク
ス

ト
・
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
２
」を
開

催
。今
回
は「
リ
ビ
エ
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

作
品・マ
ン
ガ
大
賞
」の
受
賞
者
た

ち
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
登
壇
し
ま

し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
ら
れ
た
葉

山
町
の
山
梨
町
長
が「
Ｒ
ネ
ク
ス

ト
の
子
ど
も
た
ち
を
講
師
に
招
き

た
い
」と
感
想
を
寄
せ
る
ほ
ど
、未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
意

識
や
未
来
へ
の
意
識
の
高
さ
に
は

驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
子
供

た
ち
の
こ
の
想
い
を
大
人
た
ち
が

邪
魔
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

次回第3回を2022年11月・12月に開催
サステナビリティへの取り組み

リビエラ未来づくりプロジェクト

開催レポート
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12/10[土] 13：30

リビエラアートフェア 
inリビエラ東京

　
今
回
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
で
は
、

モ
デ
ル
か
ら
学
ぶ
苔
玉
ア
ー
ト

や
刺
繍
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
ほ
か
、女
優
の
中
村
メ
イ
コ

氏
、メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
山
本
浩
未
氏
、
豊
島
区
の

高
野
之
夫
区
長
な
ど
、
著
名
人

の
方
々
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

も
開
催
。
普
段
は
直
接
聞
け
な

い
貴
重
な
お
話
を
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
リ
ビ
エ
ラ
グ
ル
ー
プ
で
は
今
後

も
ア
ー
ト
を
通
じ
た
文
化
交
流
、

社
会
貢
献
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

都
心
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
る

緑
豊
か
な
都
会
の
森「
リ
ビ
エ
ラ

東
京
」(

池
袋)

に
て
、
国
内
外

で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら

の
逸
品
と
出
会
う「
リ
ビ
エ
ラ

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
」を
、去
る
８
月

５
日
～
７
日
に
初
開
催
。

　

こ
の
度
の
展
示
販
売
会
で
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
直
に
対
話
す
る

こ
と
で
、ア
ー
ト
を
日
常
に
取
り

入
れ
一
生
大
切
に
受
け
継
ぐ「
持

続
可
能
な
」宝
物
を
発
見
す
る
喜

び
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

地
域
貢
献
や
教
育
に
も
重
き
を
お

く「
リ
ビ
エ
ラ
未
来
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、プ

ロ
を
目
指
す
美
大
生
の
発
表
の
場

も
設
け
、ア
ー
ト
の
次
世
代
を
担

う
若
手
支
援
も
行
い
ま
し
た
。
ジ

ミ
ー
大
西
氏（
お
笑
い
芸
人
）も
出

展
す
る
な
ど
、総
勢
60
人（
学
生
含

む
）も
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
。

ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
は
、各
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
個
性
溢
れ
る
一
点
モ

ノ
の
ア
ー
ト
に
彩
ら
れ
た
リ
ビ
エ

ラ
東
京
を
、存
分
に
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

国内外で活躍するアーティストの逸品と出会う展示販売会

リ
ビ
エ
ラ
初
の

ア
ー
ト
展
示
販
売
会

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

ア
ー
ト
に
触
れ
る

2022.8.5-7

ジミー大西氏のサイン会も開催

開催レポート
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39th Riviera Zushi Marina Yacht Race

　静岡県下田沖から神奈川県三浦の小網代湾口まで、相
模湾を横断する48マイルを舞台に競う「Trans-Sagami 
Yacht Race 2022」を8月7日に開催しました。昨年はコ
ロナ渦により中止になりましたが、ヨットレーサーの強
い要望を受け2年ぶり、17回目の開催です。
　前日の8月6日には下田沖をスタートし、石廊崎沖の
マークを回航する「第15回静岡県知事杯石廊崎レース」
も同時開催。下田に集結した45艇のレース艇は、伊豆半
島の自然豊かな絶景の中でレースを楽しみました。
　8月7日の「Trans-Sagami Yacht Race」当日は朝から
曇り空でしたが、レース海面に45艇のクルーザーヨット
が集まった様子は圧巻で、近くにある海水浴場からも注
目の的でした。
　レースは10時定刻に下田沖でスタートを切り、一斉に

風をつかみ走り出します。「Trans-Sagami Yacht Race」
の特徴は、コース選びが結果を大きく左右する点です。中
間地点にある大島方面を目指す艇、沿岸寄りを選ぶ艇に
分かれ、三浦半島に向けて帆走します。ゴール目前の夕陽
を背景に帆走するヨットは絵画のような美しさでした。
　このレースは4つのクラスで競い合います。今年はその
すべてのクラスでリビエラシーボニアマリーナの所属艇
が優勝。よく「ヨットマンの聖地」といわれますが、まさ
にそれが証明されたレースでした。
　秋には、恒例のリビエラ逗子マリーナヨットレース「若
大将カップ」を10月9日に開催します。「若大将カップ」は
レーサーだけでなくクルージング派のヨットも楽しめる
ヨットレースです。秋の爽やかな相模湾で一緒にレース
を楽しみませんか。奮ってご参加ください。

Trans-Sagami Yacht Race 2022
相模湾48マイル横断ヨットレース

リビエラシーボニアマリーナ所属艇が全クラス優勝独占！

ORC-Bクラス優勝「SHARK X」
（リビエラシーボニアマリーナ所属艇）

夕陽に照らされるゴール目前のヨット

IRC-Aクラス・
ORC-Aクラス優勝 

「EBB TIDE」
（リビエラシーボニア
マリーナ所属艇）

IRC-Bクラス優勝「PROPAGANDA」
（リビエラシーボニアマリーナ所属艇）

リビエラ逗子マリーナ若大将カップ実行委員会
TEL.0467-24-1000
Email yachtrace@riviera.co.jp 

お問合せ

10/9（日）開催　参加艇募集中
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大
人
が
楽
し
む
プ
ー
ル
サ
イ
ド

ラ
ウ
ン
ジ
は
、お
酒
に
も
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。７
月
31
日
の「
リ
ビ
エ
ラ

×
カ
ン
パ
リ 

カ
ク
テ
ル
ナ
イ
ト
」

で
は
、カ
ン
パ
リ
カ
ク
テ
ル
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
優
勝
経
験
の
あ

る
カ
ン
パ
リ・レ
ッ
ド・ハ
ン
ド（
最

高
の
カ
ン
パ
リ
カ
ク
テ
ル
の
職
人

の
意
）と
呼
ば
れ
る
４
人
の
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
を
迎
え
、限
定
カ
ク
テ
ル

を
提
供
。ま
た
、地
元
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル「
鎌
倉
ビ
ー
ル
」や
神
奈
川

の
日
本
酒「
金
井
酒
造
」「
黄
金
井

酒
造
」「
中
沢
酒
造
」、少
量
生
産
で

希
少
な
バ
ー
ボ
ン「
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
リ
ザ
ー
ブ
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

お
酒
を
テ
ー
マ
に
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。特
に
、海
外
リ
ゾ
ー

ト
に
あ
る
プ
ー
ル
サ
イ
ド
バ
ー
の

よ
う
な
、夜
の
雰
囲
気
で
味
わ
う
、

日
本
酒
ベ
ー
ス
の
カ
ク
テ
ル
や
ワ

イ
ン
グ
ラ
ス
で
提
供
す
る
日
本
酒

は
好
評
で
、「
日
本
酒
を
こ
ん
な
リ

ゾ
ー
ト
気
分
で
お
し
ゃ
れ
に
味
わ

え
る
な
ん
て
！
神
奈
川
尽
く
し
も

嬉
し
い
」と
、新
し
い
魅
力
に
お
客

様
も
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
に
よ
っ
て
幻
想
的
な
サ
ン

セ
ッ
ト
も
現
れ
、贅
沢
な
時
間
を

お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
に
制
限
の
な
い
夏
を

迎
え
ま
し
た
。
プ
ー
ル
＆
海
と
サ

ン
セ
ッ
ト
が
広
が
る
リ
ビ
エ
ラ
逗

子
マ
リ
ー
ナ
で
、心
置
き
な
く
リ

ゾ
ー
ト
の
夏
を
味
わ
い
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、「
サ
マ
ー
マ

リ
ー
ナ 

２
０
２
２
」と
題
し
、開

放
的
な
野
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
～
８
月
13
日
の

「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
ラ
ウ
ン
ジ
」で
は
、

大
人
が
懐
か
し
い
70
～
90
年
代
の

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
お
愉
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
好
評
を
博
し

た「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
」と
、

今
年
は
新
た
に「
Ｄ
Ｊ
ナ
イ
ト
」を

開
催
。
中
沢
ノ
ブ
ヨ
シ
と
西
岡
ヒ

デ
ロ
ー
に
よ
る
生
演
奏
ラ
イ
ブ
か

ら
、Ｄ
Ｊ
の
ジ
ョ
ー
ジ・カ
ッ
ク
ル
、

ヒ
ロ
杉
山
、Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
ま

で
、日
替
わ
り
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
迎
え
ま
し
た
。
海
辺
で
聴
き
た

い
音
楽
に
、心
地
良
い
時
間
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。

SUMMER MARINA 2022
リビエラ逗子マリーナ

2022.7.31-8.29

都
心
か
ら
１
時
間
の 

リ
ゾ
ー
ト
で
味
わ
う

70
〜
90
年
代
音
楽
と
お
酒 

プ
ー
ル
サ
イ
ド
ラ
ウ
ン
ジ

　
エ
コ
コ
ン
シ
ャ
ス（
環
境
配
慮
）

な
場
所
と
認
知
が
広
が
る
リ
ビ
エ

ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
ら
し
く
、今
夏

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
エ
コ
カ
ッ
プ
を

採
用
。
こ
れ
は
、使
い
捨
て
を
な

く
し
て
焼
却
す
る
ゴ
ミ
を
減
ら
す

こ
と
と
、廃
棄
さ
れ
る
間
伐
材
を

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
わ
ず
植
物
繊
維

を
原
料
と
し
た
リ
ビ
エ
ラ
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
エ
コ
カ
ッ
プ“Love the 

O
cean, Love the Earth”

は
、

最
終
的
に
紙
と
同
じ
く
燃
え
る
ゴ

ミ
と
し
て
処
分
で
き
ま
す
。

　
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、思

う
存
分
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
今

後
も
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
来
年

の
サ
マ
ー
マ
リ
ー
ナ
も
、ぜ
ひ
お

楽
し
み
に
。

  

８
月
29
日
、リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ

リ
ー
ナ
で
の
ラ
イ
ブ
に
、
寺
尾

聰
さ
ん
が
初
め
て
登
場
さ
れ
ま

し
た
。
お
酒
も
楽
し
み
な
が
ら
、

ヒ
ッ
ト
曲
か
ら
カ
バ
ー
曲
ま
で
、

寺
尾
さ
ん
の
世
界
観
に
酔
い
し
れ

る
贅
沢
な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ
の
三

方
を
海
に
囲
ま
れ
た「
シ
ー
ス
ケ

イ
プ
」で
は
、今
年
も
７
月
31
日
～

８
月
13
日
ま
で
、「
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー

レ 

フ
ェ
ラ
ガ
モ
」の
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ス
ト
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
リ
ゾ
ー
ト
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
彩
る
ジ
ュ
リ
ア
ン・コ
ロ

ン
ビ
エ
に
よ
る
パ
ー
ム
プ
リ
ン
ト

を
引
用
し
た
、夏
ら
し
く
心
躍
る

世
界
観
は
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー

ナ
の
世
界
観
と
も
マ
ッ
チ
。リ
ュ
ク

ス
な
空
間
で
、特
別
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
お
愉
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
横
浜
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
行
わ

れ
る
日
本
最
大
級
の
カ
ル
チ
ャ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
グ
リ
ー
ン

ル
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
毎
年

５
月
）」の
ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

と
し
て「
マ
リ
ー
ナ 

サ
ン
セ
ッ

ト
」を
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ

の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
８
月
６
日
、

７
日
に
開
催
。
世
界
で
活
躍
す
る

人
気
Ｄ
Ｊ
に
よ
る
厳
選
さ
れ
た
ダ

ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
参
加
者
た

ち
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
フ
タ
ー
パ
ー
ティ
ー

昨
年
に
続
い
て
２
度
目
の
開
催 

フ
ェ
ラ
ガ
モ
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

初
開
催 

寺
尾
聰
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

海
が
目
の
前
だ
か
ら
こ
そ 

環
境
に
も
優
し
く

開催レポート
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料亭「白雲閣」に入社し勤続40年
開業72周年を迎えた「リビエラ東京」は私にとって都会のオアシス

リビエラ東京
総務

大橋 英晴

Presenter

　池袋の立教大学前で開業72周年を迎えた「リビエラ東
京」、私はその前進である料亭「白雲閣」に1981年に入社し
勤続40年。入社からの1年間は、目の前にある立教大学の講
座も受講していたので、必死に勉強しながら働きました。
　戦後すぐの1950年開業当時、今のように高い建物がなく

「2階から白雲が棚引く富士山がよく見え、その姿から『白雲
閣』と名付けられた」と、先輩たちや常連のお客様からよく
教えられました。ひと風呂浴びてから、滝の庭を愛でつつ宴
会・会食に臨むラグジュアリーなスタイルが反響を呼び、開
業当時から数多くの著名人に愛されてきました。特に江戸
川乱歩氏や小笠原元外務大臣らは常客として足を運ばれて
いたそうです。
　女性の仲居150名、男衆50名程の従業員が在籍し、大小32
もの個室が常に満室でした。せっかくご予約の電話をいた
だいても満席で受けることができず、とはいえ常連のお客
様にただお断りするのは申し訳ないので、他のお店を紹介
することも度々ありました。今も昔も立教の学生さんがお
客様としてご利用されることは稀ですが、「大人になったら
利用したい」と思いながら通学していた方々が、卒業10年・
20年・30年後にお客様として戻ってきてくださることもし
ばしば。また、常連のお客様には親子２代、３代でご利用い
ただけるなど、永くお店を続けているからこそのご褒美を、
うれしく思っています。

　私が入社した1981年に、その後37年間というロングラン
イベントとなった｢ワインで会席｣が開始されました。｢日本

料理×ワイン」のマリアージュは馴染みがなかった当時、私
たちの新たな食文化の提案は、高いグルメ志向のお客様に
大変喜ばれました。料亭として一品一品温かいまま提供す
る｢会席料理｣を婚礼にも導入、日本初のフローリングの会
場や、白しかなかったテーブルクロスにさまざまなカラー
クロスを導入するなど、時代を先取りし挑戦を続ける｢白雲
閣｣は、従業員の私にとってもワクワクの連続でした。

　1996年、私は宴会営業へ配属になり、豊島区内はもちろ
ん、練馬、板橋と毎日、外商活動に奔走していました。する
と、営業で訪問しているにもかかわらず、「その節（会合や
七五三、結婚式で）はお世話になりました、とても良い会で
した」と逆に御礼を言われることも度々。「白雲閣を知らな
い」という人に私は会ったことがなく、それが営業マンとし
てどんなに心強かったか。戦後の混迷期から永きに亘って
ご愛顧いただいているお客様がいることを実感する日々で
した。今後も地元・地域の方々とのつながりを大事にしてい
きます。
　「リビエラ東京」の庭には、たくさんの木々だけでなく、開
業当時からある滝が今も存在します。庭を眺める個室の大き
な窓を開け放ち、滝の水音や鳥のさえずりを聴きながらの食
事は何にも代え難い至福の時間です。秋には庭の紅葉も愉し
める「都市の杜」にぜひお越しください。

RIVIERA Staff's Voice
地域の皆さまへの感謝の気持ちを忘れず

東京・池袋で絆を紡ぎ続ける

「白雲閣」の名で今もなお愛され続ける

新しい挑戦で時代を先取り

「都市の杜」で迎える
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リビ エ ラ の ク リ ス マ ス

H O L Y  C H R I S T M A S  2 0 2 2
ク リ ス マ ス は 大 切 な 人 と

【池袋】10/1（土）～11/30（水）
愛媛フェア

【逗子】10/22（土）
Farm Dinner ～ Surf & Turf ～

【逗子】11/5（土）・12/3（土）
SHONAN JAZZ BY THE SEA

コロナの影響で落ち込んだ食材需要を喚起するため、日本全
国の生産者を応援するフェア第10弾。「えひめ食の大使館」で
もあるリビエラ東京にて、毎年好評の愛媛の豊かな自然の恵み
を今秋も愉しみませんか。

マリブファームにて不定期で開催する「Farm Dinner」では、こ
の日限りの限定コースを味わえます。目の前に広がるヤシ並木
を眺めながらのディナーを、マリブファームの特別テラス席で
お愉しみください。愛犬同伴OK。

水平線が広がる海にサンセットを眺める絶好のロケーションで、
毎月1回土曜日夜に大人が集うジャズ。日本を代表するジャズ
アーティストが出演し、ライブハウスの様にアーティストとの
距離が近い、臨場感溢れるライブをお愉しみいただけます。

販売・お問合せ

湘南ビーチFM
TEL.046-870-3313

11/5（土） 12/3（土） 

【場所】リビエラ逗子マリーナ
【時間】開場／17：00　開演／18：00

11/5（土）	木住野佳子TRIO 6,000円（税込）
12/3（土）山中千尋TRIO 7,500円（税込）

山中千尋 TRIO木住野佳子 TRIO

【逗子】12/10（土）
SALON CONCERT CLASSICA BY THE SEA

水平線を眺める贅沢な空間でオペラコンサートを味わえるのは
リビエラ逗子マリーナならでは。 

【出演】田中絵里加（ソプラノ）・山本耕平（テノール）・上江隼人（バ
リトン）・仲田淳也（ピアノ）・五十嵐麻利江（ナビゲーター）

参加者限定クラシカスペシャルディナー好評受付中
【時間】19:30～
【金額】9,680円（税・サービス料込）※ソフトドリンク付
【要予約】3日前の16:00まで
【TEL】0467-23-0028（リビエラ逗子マリーナ	イベントデスク）

参加者限定サンセットカクテルディナー好評受付中
【時間】16:30～
【金額】6,600円（税・サービス料込）
【要予約】3日前の16:00まで
【TEL】0467-23-0087（マリブファーム	逗子マリーナ）

【場所】リビエラ逗子マリーナ
【時間】開場／16：00　開演／17：00
【金額】コンサート	7,800円（税込）グラスシャンパン付

販売・お問合せ

湘南ビーチFM
TEL.046-870-3313

【場所】茶寮リビエラの庭
【時間】ラ ン チ／11：30～15：00（14：00	L.O.）
	 ディナー／17：00～21：00（20：00	L.O.）
	 定休日：火曜日（祝日は営業）
【金額】ラ ン チ／3,520円（税込）～
	 ディナー／5,500円（税込・サービス料別）～
	 個 室 料／5,500円（税込）～

【場所】マリブファーム	逗子マリーナ
【時間】受付／16：30　開宴／17：00
【金額】大人（12歳以上）／11,000円（税・サービス料込）
	 キッズプレート／1,870円（税・サービス料込）
	 ※ウェルカムドリンク付
	 ※その他ドリンク代は別途

ご予約・お問合せ

茶寮リビエラの庭
TEL.03-3981-3264

ご予約・お問合せ

マリブファーム
逗子マリーナ
TEL.0467-23-0087

池袋

要予約・お問合せ

茶寮リビエラの庭（リビエラ東京内）
TEL.03-3981-3264（火曜定休）

要予約・お問合せ

マリブファーム	逗子マリーナ
TEL.0467-23-0087（火曜定休）

要予約・お問合せ

リビエラ東京	イベントデスク
TEL.03-3981-3233（火曜・水曜定休）

要予約・お問合せ

リストランテAO	逗子マリーナ
TEL.0467-25-0480（火曜定休）

要予約・お問合せ

シーボニア	クラブハウスレストラン
TEL.046-882-1216（月曜・火曜・水曜定休）

リビエラ東京
総料理長 岡野のクリスマスコース
元料亭の和食を洋の盛り付けで味わう

リストランテAO 逗子マリーナ
目の前に広がる海を眺める絶景でいただく
シェフ小川のクリスマス限定コース

シーボニア クラブハウスレストラン
眼下に広がる穏やかな小網代湾を眺めながら
3日間限定のメニュー

和のクリスマス
12/1（木）〜25（日）
LUNCH	11：30～	 5,500円

Malibu Farm
Christmas Dinner 2022
12/24（土）〜25（日）
DINNER	11,000円	※16:00～、19:00～の2部制

プレミアムクリスマス
12/24（土）〜25（日）
LUNCH	11：30～	 7,700円

12/23（金）〜25（日）
DINNER	17：00～	 13,200円

クリスマスランチ
12/17（土）〜25（日）
LUNCH	11：30～	 12,000円
※12/17～23は事前予約要
※12/24、25は11:30～、13:30～の2部制

クリスマスディナー
12/23（金）〜26（月）
DINNER	17：00～	 22,000円
※12/24、25は16:30～、19:00～の2部制

クリスマス 特別コース
12/23（金）〜25（日）
LUNCH	12：00～	 8,800円

DINNER	17：30～	 11,000円

逗子

茶寮リビエラの庭
滝の流れる緑豊かな庭を眺めながら
12月は和食でクリスマスランチ

マリブファーム 逗子マリーナ
開放的な空間でシェアスタイルを楽しむ
ウェルカムドリンク付きのコース

三浦

表示価格は税込・サービス料別です。
※茶寮リビエラの庭のランチはサービス料をいただきません。

最新情報はWEBサイトをチェック！
https://www.riviera.co.jp/event/
xmas2022/

年末特別公演
ヴェルディ「椿姫」

ハイライト

12/10（土）
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